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  決算特別委員会議事日程第１号  第３回定例会 

  平成２８年９月６日（火）    予算特別委員会終了後開議 

 

   開  会 

日程第 １ 認第 １号 平成２７年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ２ 認第 ２号 平成２７年度寒河江市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ３ 認第 ３号 平成２７年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ４ 認第 ４号 平成２７年度寒河江市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ５ 認第 ５号 平成２７年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ６ 認第 ６号 平成２７年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ７ 認第 ７号 平成２７年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ８ 認第 ８号 平成２７年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定 

            について 

 〃  ９ 認第 ９号 平成２７年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の 

            認定について 

 〃 １０ 認第１０号 平成２７年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃 １１ 議第５１号 平成２７年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 １２ 議案説明 

 〃 １３ 質疑 

 〃 １４ 分科会分担付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会    午前１０時２０分 

 

○阿部 清委員長 おはようございます。 

  ただいまから決算特別委員会を開会いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○阿部 清委員長 日程第１、認第１号平成27年

度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てから日程第11、議第51号平成27年度寒河江市

水道事業会計利益の処分及び決算の認定につい

てまでの11案件を一括議題といたします。 

 

議 案 説 明 
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○阿部 清委員長 日程第12、議案説明でありま

す。 

  初めに、認第１号平成27年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定についてから認第９号平

成27年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、

三泉）歳入歳出決算の認定についてまで、当局

より説明を求めます。眞木会計課長補佐。 

○眞木立子会計課長補佐 平成27年度寒河江市一

般会計及び特別会計決算について御説明申しあ

げます。 

  大要は、本会議におきまして市長から説明申

しあげておりますので、私からは各会計の事項

別明細書に基づいて申しあげます。 

なお、金額の読み上げでは100円以下の数字

は略させていただきますのでよろしくお願いい

たします。 

  最初に、認第１号平成27年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定について御説明申しあげ

ます。72ページをお開き願います。 

  最初に歳入でありますが、第１款市税は収入

済額が50億5,757万6,000円で、前年度比98.4％

であります。 

  主なものは市民税が20億7,316万5,000円で、

前年度比100.5％、固定資産税が22億2,904万

6,000円で、前年度比96.8％であります。 

  74ページ、第２款地方譲与税は１億3,486万

3,000円。 

  76ページ、第３款利子割交付金は859万5,000

円。 

  第４款配当割交付金は1,553万6,000円。 

  第５款株式等譲渡所得割交付金は1,267万

3,000円であります。 

  78ページ、第６款地方消費税交付金は７億

7,986万1,000円。 

  第７款自動車取得税交付金は2,387万8,000円。 

  第８款地方特例交付金は2,308万8,000円であ

ります。 

  80ページ、第９款地方交付税は43億754万

2,000円で、前年度比100.5％であります。 

  第10款交通安全対策特別交付金は825万1,000

円。 

  第11款分担金及び負担金は２億7,346万9,000

円。 

  84ページ、第12款使用料及び手数料は9,003

万6,000円。 

  90ページ、第13款国庫支出金は19億6,556万

4,000円で、前年度比123.8％であります。 

  98ページ、第14款県支出金は９億7,652万

6,000円。 

  110ページ、第15款財産収入は7,916万4,000

円。 

  112ページ、第16款寄附金は13億7,487万円で、

前年度比5,035.4％であります。 

  114ページ、第17款繰入金は３億5,134万

1,000円。 

  116ページ、第18款繰越金は３億1,367万

7,000円。 

  第19款諸収入は６億7,856万4,000円。 

  122ページ、第20款市債は11億7,730万円で、

前年度比84.7％であります。 

  126ページ、以上、歳入合計は176億5,237万

9,000円で、前年度比108.6％であります。 

  次に、歳出でありますが、支出済額を申しあ

げます。128ページをお開き願います。 

  第１款議会費は１億9,147万9,000円。 

  130ページ、第２款総務費は30億8,664万

2,000円であります。 

  160ページ、第３款民生費は50億9,002万円で、

その内訳は、第１項社会福祉費が24億7,080万

4,000円。 

  172ページ、第２項児童福祉費が24億566万

7,000円。 

  180ページ、第３項生活保護費が２億1,106万

5,000円などであります。 

  182ページ、第４款衛生費は14億5,040万
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7,000円で、その内訳は、第１項保健衛生費が

３億5,921万7,000円。 

  190ページ、第２項清掃費が４億3,092万

5,000円。 

  192ページ、第３項病院費が６億6,026万

5,000円であります。 

  第５款労働費は4,158万8,000円。 

  194ページ、第６款農林水産業費は３億3,936

万9,000円。 

  208ページ、第７款商工費は10億1,366万

8,000円であります。 

  220ページ、第８款土木費は16億2,178万

6,000円で、その内訳は、222ページ、第２項道

路橋梁費が４億7,361万1,000円。 

  228ページ、第４項都市計画費が９億7,282万

8,000円などであります。 

  236ページ、第９款消防費は４億7,265万

7,000円であります。 

  240ページ、第10款教育費は14億4,399万

5,000円で、その内訳は、248ページ、第２項小

学校費が４億5,661万1,000円。 

  252ページ、第３項中学校費が３億8,401万

5,000円。 

  256ページ、第４項社会教育費が２億9,786万

5,000円。 

  270ページ、第５項保健体育費が１億3,995万

3,000円などであります。 

  274ページ、第11款災害復旧費は71万5,000円。 

  第12款公債費は20億8,914万2,000円でありま

す。 

  276ページ、第13款予備費充用は延べ19件で

あります。 

  以上、歳出合計は168億4,147万4,000円で、

前年度比107.7％であります。この結果、歳入

歳出差し引き残額は８億1,090万4,000円となり、

これより繰越明許費に係る翌年度へ繰り越すべ

き財源、１億7,421万2,000円を差し引いた実質

収支額は６億3,669万2,000円で、前年度比

108.1％であります。 

  また、地方自治法及び基金条例の規定による

基金への繰り入れは、財政調整基金に３億

2,000万円、減債基金に500万円を行ったところ

であります。残る３億1,169万2,000円は翌年度

に繰り越しをしております。 

  次に、認第２号平成27年度寒河江市公共下水

道事業特別会計歳入歳出決算の認定について御

説明申しあげます。280ページをお開き願いま

す。 

  歳入でありますが、第１款分担金及び負担金

は1,658万3,000円。 

  第２款使用料及び手数料は５億4,385万8,000

円。 

  282ページ、第３款国庫支出金は１億3,593万

3,000円。 

  第４款繰入金は４億7,481万5,000円。 

  284ページ、第７款市債は１億9,100万円など

であります。 

  286ページ、以上、歳入合計は13億6,277万

2,000円であります。 

  次に、288ページ、歳出でありますが、第１

款公共下水道事業費が５億8,073万2,000円。 

  292ページ、第２款公債費が７億8,203万

9,000円で、294ページ、歳出合計は13億6,277

万2,000円であります。その結果、歳入歳出差

し引き残額はございません。 

  次に、認第３号平成27年度寒河江市浄化槽整

備事業特別会計歳入歳出決算の認定について御

説明申しあげます。 

  298ページをお開き願います。歳入でありま

すが、第１款分担金及び負担金は709万円。 

  第３款国庫支出金は1,431万1,000円。 

  300ページ、第５款繰入金は3,453万2,000円。 

  302ページ、第７款市債は１億2,550万円など

であります。以上、歳入合計は１億8,901万

3,000円であります。 

  304ページ、歳出でありますが、第１款浄化
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槽整備事業費が１億8,386万2,000円。 

  306ページ、第２款公債費が515万円で、308

ページ、歳出合計は１億8,901万3,000円であり

ます。その結果、歳入歳出差し引き残額はござ

いません。 

  次に、認第４号平成27年度寒河江市簡易水道

事業特別会計歳入歳出決算の認定について御説

明申しあげます。312ページをお開き願います。 

  歳入でありますが、第１款使用料及び手数料

が63万9,000円。 

  第２款繰入金が436万3,000円であり、歳入合

計は500万3,000円であります。 

  次に、314ページ、歳出でありますが、第１

款総務費が500万3,000円であり、歳入歳出差し

引き残額はございません。 

  次に、認第５号平成27年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定について御説

明申しあげます。318ページをお開き願います。 

  最初に歳入でありますが、第１款国民健康保

険税は10億867万5,000円。 

  320ページ、第３款国庫支出金は10億7,154万

5,000円。 

  324ページ、第４款療養給付費等交付金は２

億4,778万2,000円。 

  第５款前期高齢者交付金は８億7,438万3,000

円。 

  326ページ、第６款県支出金は２億1,189万

5,000円。 

  第７款共同事業交付金は11億5,582万円。 

  328ページ、第９款繰入金は４億1,659万

6,000円。 

  330ページ。第10款繰越金は１億6,845万円な

どであります。 

  334ページ、以上、歳入合計は51億6,327万

9,000円であります。 

  次に、歳出でありますが、338ページ、第２

款保険給付費は29億5,130万9,000円。 

  344ページ、第３款後期高齢者支援金等は５

億423万7,000円。 

  346ページ、第６款介護納付金は２億444万

7,000円。 

  348ページ、第７款共同事業拠出金は10億

2,368万9,000円。 

  352ページ、第９款基金積立金は8,249万

6,000円などであります。 

  354ページ、以上、歳出合計は49億3,370万

8,000円であります。この結果、歳入歳出差し

引き残額は２億2,957万１,000円となり、これ

は翌年度に繰り越しをしております。 

  次に、認第６号平成27年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定について御

説明申しあげます。 

  358ページをお開き願います。 

  歳入でありますが、第１款保険料が２億

9,264万3,000円。 

  360ページ、第５款繰入金が１億3,409万

6,000円などであり、364ページ、歳入合計は４

億4,231万9,000円であります。 

  366ページ、歳出でありますが、第２款後期

高齢者医療広域連合納付金が４億2,518万円な

どであり、370ページ、歳出合計は４億3,594万

4,000円であります。この結果、歳入歳出差し

引き残額は637万5,000円となり、これは翌年度

に繰り越しをしております。 

  次に、認第７号平成27年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定について御説明申

しあげます。374ページをお開き願います。 

  歳入でありますが、第１款保険料は８億

2,882万7,000円。 

  第３款国庫支出金は９億9,521万1,000円。 

  376ページ、第４款支払基金交付金は10億

4,919万3,000円。 

  378ページ、第５款県支出金は５億4,975万

8,000円。 

  380ページ、第７款繰入金は５億6,711万円な

どであります。 
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  386ページ、以上、歳入合計は40億4,009万

8,000円であります。 

  次に歳出でありますが、392ページ、第２款

保険給付費が36億6,103万7,000円。 

  394ページ、第４款地域支援事業費が１億

1,067万2,000円などであり、400ページ、歳出

合計は39億4,869万9,000円であります。この結

果、歳入歳出差し引き残額は9,140万円となり、

これは翌年度に繰り越しをしております。 

  次に、認８号平成27年度寒河江市介護認定審

査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて御説明申しあげます。404ページをお開き

願います。 

  歳入でありますが、第１款分担金及び負担金

が1,421万8,000円。 

  第２款繰入金が866万9,000円。 

  第３款繰越金が351万3,000円などであり、

406ページ、歳入合計は2,640万5,000円であり

ます。 

  次に、408ページ、歳出でありますが、第１

款介護認定審査会費が2,425万7,000円でありま

す。 

  歳入歳出差し引き残額214万8,000円は、翌年

度に繰り越しをしております。 

  次に、認第９号平成27年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認

定について御説明申しあげます。412ページを

お開き願います。 

  歳入でありますが、第１款高松財産区が30万

円。 

  414ページ、第２款醍醐財産区が23万3,000円。 

  418ページ、第３款三泉財産区が22万7,000円

で、420ページ、歳入合計は76万1,000円であり

ます。 

  422ページ、歳出でありますが、第１款高松

財産区が11万2,000円。 

  第２款醍醐財産区が17万7,000円。 

  424ページ、第３款三泉財産区が18万7,000円

で、426ページ、歳出合計は47万7,000円であり、

歳入歳出差し引き残額28万5,000円は、翌年度

に繰り越しをしております。 

  以上、一般会計及び８特別会計の決算の概要

について補足説明申しあげました。詳細につい

ては、主要な施策の成果に関する説明書をごら

んくださいますようお願い申しあげます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○阿部 清委員長 次に、認第10号平成27年度寒

河江市立病院事業会計決算の認定について当局

より説明を求めます。久保田病院事業管理者。 

○久保田洋子病院事業管理者 認第10号平成27年

度寒河江市立病院事業会計決算の認定について

御説明申しあげます。 

  最初に１ページ、収益的収入及び支出であり

ますが、収入は第１款病院事業収益17億2,840

万9,209円で、その内訳は第１項医業収益が12

億4,412万8,270円、第２項医業外収益が４億

8,428万939円であります。 

  支出は第１款病院事業費用が17億6,828万

4,565円で、その内訳は第１項医業費用が17億

5,775万9,203円、第２項医業外費用が1,052万

5,362円であります。 

  次に、３ページ、資本的収入及び支出であり

ますが、収入は第１款資本的収入が１億1,018

万3,000円で、その内訳は第１項企業債が2,630

万円、第２項他会計負担金が8,388万3,000円で

あります。 

  支出は第１款資本的支出が１億5,975万6,835

円で、その内訳は第１項建設改良費が5,020万

5,226円、第２項企業債償還金が１億955万

1,609円であります。 

  支出額に対する収入不足額4,957万3,832円は

損益勘定留保資金等で補塡しております。 

  次に、５ページ、損益計算書でありますが、

１の医業収益は、入院収益及び外来収益、他会

計負担金など合計12億4,278万766円であります。 

  ２の医業費用は、給与費、材料費など合計17
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億3,767万2,856円であります。 

  ３の医業外収益は、他会計負担金、他会計補

助金などで合計４億8,367万936円であります。 

  ４の医業外費用は、企業債利息など4,172万

6,877円であります。 

  この結果、5,294万8,031円が経常損失となり、

特別利益、特別損失もないので、当年度純損失

も同額となり、当年度未処理欠損金も同額とな

りました。 

  次に、７ページの剰余金計算書でありますが、

資本金合計は累積欠損金を平成28年３月議会で

全額補塡する議決による処分をしたため、当年

度末残高は６億7,510万3,138円となりました。

資本剰余金合計の当年度末残高は3,806万500円

で、利益剰余金合計は当年度純損失の5,294万

8,031円がそのまま当年度末残高となりました。

その結果、資本合計の当年度末残高は６億

6,021万5,607円となりました。 

  次の欠損金処理計算書でありますが、当年度

末処理欠損金5,294万8,031円を翌年度に繰り越

すものであります。 

  次に、９ページ、貸借対照表であります。 

  最初に、資産の部、１の固定資産であります

が、固有固定資産の合計が12億644万1,985円で、

これに無形固定資産５万1,500円及び投資1,094

万4,766円を加えた合計は12億1,743万8,251円

であります。 

  ２の流動資産でありますが、現金預金、未収

金及び貯蔵品で合計２億2,951万6,957円であり

ます。 

  この結果、資産合計は14億4,695万5,208円で

あります。 

  次に、10ページ、負債の部でありますが、１

の固定負債は企業債及びリース債務で合計３億

7,224万8,053円であり、２の流動負債は一時借

入金、未払金など合計３億3,787万8,104円であ

ります。 

  ３の繰延収益は、長期前受金２億115万5,500

円から長期前受金収益化累計額１億2,454万

2,056円を差し引いた合計が7,661万3,444円と

なり、この結果、負債合計は７億8,673万9,601

円であります。 

  次に資本の部でありますが、１の資本金は６

億7,510万3,138円、２の剰余金は資本剰余金が

3,806万500円、欠損金が5,294万8,031円で、剰

余金合計はマイナス1,488万7,531円であります。 

  その結果、資本合計は６億6,021万5,607円、

負債資本合計は14億4,695万5,208円であり、９

ページの資産合計と同額となるものであります。 

  なお、12ページ以降に附属資料を添付してお

りますので、御参照くださるようお願いいたし

ます。 

  以上、市立病院事業会計の決算について御説

明申しあげました。よろしくお願い申しあげま

す。 

○阿部 清委員長 次に、議第51号平成27年度寒

河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定

について当局より説明を求めます。軽部水道事

業所長。 

○軽部賢悦水道事業所長 議第51号平成27年度寒

河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定

について御説明申しあげます。 

  お手元の決算書１ページ、２ページをごらん

ください。決算報告書で消費税を含んだ金額に

なっております。 

  初めに、収益的収入及び支出でございます。

収入の第１款水道事業収益決算額は、前年度比

1.6％減の11億1,485万1,060円で、支出の第１

款水道事業費用決算額は、前年度比3.9％減の

９億5,000万8,034円となっております。 

  次に、３ページ、４ページの資本的収入及び

支出でございます。収入の第１款資本的収入決

算額は、前年度比53.4％増の4,415万6,980円で、

支出の第１款資本的支出、決算額は前年度比

23.7％増の７億929万865円となっております。

収入額が支出額に対して不足する額につきまし
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ては、欄外下段の損益勘定留保資金などで補塡

しております。 

  収入支出とも増加しているのは耐震化等の補

助事業の増加によるものでございます。 

  続きまして、５ページ、６ページの損益計算

書について御説明申しあげます。 

  これ以降は、消費税抜きの金額となっており

ます。 

  １の営業収益は９億7,467万4,007円で、給水

収益が主なものでございます。 

  ２の営業費用は８億7,549万4,853円で、水道

施設の維持管理費や人件費など営業活動に要し

た経費でございます。 

  ３の営業外収益は6,182万8,026円で、下水道

使用料徴収等事務受託金、長期前受金戻入が主

なものでございます。 

  ４の営業外費用は3,919万4,345円で、企業債

の支払利息等でございます。 

  ５の特別利益はありませんでした。 

  ６の特別損失は184万1,978円で、不納欠損金

などでございます。 

  この結果、当年度純利益は１億1,997万857円

を計上できたところでございます。 

  さらに、前年度繰越利益剰余金5,367万7,286

円とその他未処分利益剰余金変動額２億6,600

万円を加えた当年度未処分利益剰余金は４億

3,964万8,143円となっております。 

  なお、その他未処分利益剰余金変動額は、積

立金を取り崩したものでございます。 

  続きまして、７ページ、８ページの剰余金計

算書でございます。 

  まず、資本剰余金の寄附金、受贈財産評価額

及びその他資本剰余金については増減がなく、

資本剰余金合計当年度末残高は1,399万円とな

っております。 

  続きまして、利益剰余金でございます。減債

積立金は、処分後残高１億2,080万6,517円から

2,000万円を使用したことにより、当年度末残

高は１億80万6,517円となっております。建設

改良積立金は、処分後残高10億24万6,140円か

ら２億4,600万円を使用したことによりまして、

当年度末残高は７億5,424万6,140円となってお

ります。 

  未処分利益剰余金については、処分後残高

5,367万7,286円に先ほどの減災積立金及び建設

改良積立金の使用額を加え、さらに当年度純利

益を加えることにより、当年度末残高は４億

3,964万8,143円となっております。 

  この結果、利益剰余金合計、年度末残高は12

億9,470万800円でございます。 

  続きまして、10ページ、11ページの貸借対照

表について御説明申しあげます。 

  初めに資産の部でございます。１固定資産は、

各有形固定資産の年度末現在高から減価償却累

計額を差し引いた年度末償却未済高及び無形固

定資産で、固定資産合計が86億1,295万4,760円

となっております。 

  ２の流動資産は、現金預金、未収金及び貯蔵

品で流動資産合計は12億3,937万4,526円となり、

資産合計は98億5,232万9,286円となっておりま

す。 

  続きまして、11ページの負債の部でございま

す。 

  ３の固定負債は、建設改良費等企業債のうち、

平成29年度以降に返済予定分の未償還残高で13

億9,311万801円となっております。 

  ４の流動負債は、建設改良費等企業債のうち、

平成28年度に返済予定分の未償還残高、未払金、

預り金、引当金及びその他流動負債の合計で４

億1,813万310円となっております。この繰延収

益は、長期前受金から長期前受金収益化累計額

を減額したもので、合計で12億9,341万2,597円

となり、負債合計は31億465万3,708円となって

おります。 

  続きまして、資本の部でございます。６の資

本金合計は54億3,898万4,778円となっておりま
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す。 

  ７の剰余金は資本剰余金及び利益剰余金で、

剰余金合計は13億869万800円となり、資本合計

では67億4,767万5,578円となっております。 

  この結果、10ページの資産合計と11ページの

負債資本合計は、同額の98億5,232万9,286円と

なっております。 

  次に、利益の処分について申しあげます。 

  戻っていただきまして、９ページの剰余金処

分計算書（案）について御説明申しあげます。 

  未処分利益剰余金当年度末残高４億3,964万

8,143円から減債積立金に2,000万円、建設改良

積立金に9,900万円を積み立て、建設改良及び

企業債償還に使用した２億6,600万円を資本金

に組み入れようとするため、地方公営企業法第

32条第２項の規定に基づき議会の議決を求める

ものでございます。 

  また、処分後残高5,464万8,143円は翌年度へ

繰り越ししようとするものでございます。 

  なお、14ページ以降に決算附属資料を添付し

ております。以上、よろしくお願い申しあげま

す。 

 

質     疑 

 

○阿部 清委員長 日程第13、これより質疑に入

りますが、各委員の所属する分科会の審査案件

に関する質疑は極力控えるとともに、質疑の際

はページ数を示し要点を簡潔に一括して発言さ

れ、また答弁も要領よくされますよう御協力願

います。 

  初めに、認第１号平成27年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の歳入全部について質疑はあり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第１款及び歳出第２款について質

疑はありませんか。沖津委員。 

○沖津一博委員 153ページ、住民基本台帳とい

うことでマイナンバーカード、現在、寒河江市

においてマイナンバーを取得している方は何名

で、大体何％なのか教えていただきたいと思い

ます。 

○阿部 清委員長 荒木市民生活課長。 

○荒木信行市民生活課長 お答え申しあげます。 

  現在ということで８月末現在なんですけれど

も、カードの枚数は2,462枚というふうになっ

ております。 

○阿部 清委員長 沖津委員。 

○沖津一博委員 対象者はどのくらいいるのかわ

かりませんけれども、この2,462枚というのは、

多いと感じているのか、少ないと感じているの

かお伺いしたいと思います。 

○阿部 清委員長 荒木市民生活課長。 

○荒木信行市民生活課長 お答え申しあげます。 

  通知カード交付枚数が１万3,636枚というこ

とであります。個人番号カードが2,462枚とい

うことですので、まだもう少し余裕といいます

か、交付できればいいかなというふうに考えて

おります。 

○阿部 清委員長 沖津委員。 

○沖津一博委員 今後、マイナンバーカードを多

くの人にとってもらうためにやることがあるの

ではないかと感じますけれども、どのような方

法でするのか教えていただきたいと思います。 

○阿部 清委員長 沖津委員に申しあげます。後

ほど開会されます分科会で詳細審議されますの

で、この場は概括的な質疑にとどめておくよう

にお願いいたします。 

  そのほかありませんか。内藤委員。 

○内藤 明委員 監査委員にお尋ねをしたいとい

うふうに思っているんですが、件数にかかわる

ものですから収入の部あるいは支出の部、両方

にかかわりますけれども、ぜひお尋ねしたいと

いうふうに思っています。 

○阿部 清委員長 内藤委員、ページ数をお示し

ください。（「ページなんてない。全体だ全体」



 - 132 - 

の声あり） 

○内藤 明委員 強いて上げれば、監査意見書の

むすびのほうの関係になるわけですけれども、

市税並びにその他の一般会計の部分、あるいは

特別会計の部分なんかもずっと見ていますと、

未収金というのが結構ありまして、その中で収

納率の向上に向けて工夫と努力が必要なんじゃ

ないかと、こういうふうなことを御提供されて

おります。それで、多分この程度に意見として

とどめておいているのは、具体的なものも御提

起をなさっているんじゃないのかなと、こうい

うふうに思うんでありますが、行政の立場をお

もんぱかってこういうふうな書き方をしている

んじゃないかなと私は臆測をしているんであり

ますけれども、恐らく研修会等で全国の先進地

の事例なんかあるというふうに思いますけれど

も、そうしたことなんかも含めて行政に対して

そうした提言といいますか、申しあげられてい

るのかどうか、１点お尋ねをしたいというふう

に思います。 

○阿部 清委員長 大沼代表監査委員。 

○大沼孝一郎監査委員 お答え申しあげます。 

  ただいま内藤委員から未収金の関係について

お尋ねがあったわけですけれども、このむすび

の部分でも相当部分を割いて言及させていただ

いております。この場でもいろいろ議論もござ

いましたけれども、税、それからいろんな負担

願うものがあるわけですけれども、それは公

平・公正という観点から未収になるというのは

いろいろ問題があるということがまず１つござ

います。 

  ただ、27年度決算を見ますと、むすびにも言

及させていただいておりますけれども、数字的

には大分具体的に努力の形といいますか、上が

ってきております。そこは評価しつつも、なか

なかゼロというのは難しいと思いますけれども、

決定打というのはないと私も思っていますけれ

ども、いろんな方策を通じてまずふやさない、

減らすと、こういった努力を引き続き今、やっ

ていることに加えて何かできることないかとい

うことも含めてお願いしたいということで、こ

ういう記述にさせていただきました。以上でご

ざいます。 

○阿部 清委員長 内藤委員。 

○内藤 明委員 先進地の事例なんかも含めてぜ

ひ御提言をいただきたいなと、こういうふうに

思っておったんですが、先ほど行政側の立場を

おもんぱかってと申しあげましたけれども、監

査委員という立場で、多分相当の研修を積まれ

てそれぞれこれまでもやってきておられるんだ

ろうというふうに思います。 

  せっかくの機会でありますから、ひな壇にお

座りであります議選の監査委員にお尋ねをした

いというふうに思いますが、各地を、私らもそ

うですが、先進地に行かれて行政の姿を見てき

ているというふうに思うんですが、そうした中

でこうした未収金の回収について、何か先進地

の事例なんかを披露されて提言をされたことな

んかはあるのかどうか、お聞きをしたいと思い

ます。せっかくの機会でございますので。 

○阿部 清委員長 大沼代表監査委員。 

○大沼孝一郎監査委員 監査に関することですの

で私からお答えをさせていただきますけれども、

それで足らないところがありましたらまたお尋

ねをしていただきたいと思います。 

  まず、私から答弁させていただきますのでよ

ろしくお願いしたいと思います。 

  先ほども申しあげましたけれども、なかなか

未収金対策というのは、各団体とも非常に悩ん

でおりまして課題として抱えております。 

  その中で寒河江市の状況が特に大変な状況と

いうわけでもないと思いますけれども、ただ、

あることは厳然としてありますので、それを先

ほども申しあげましたけれどもふやさない、そ

れから減らすという方策で頑張っていただきた

いということを申しあげたんですが、具体的な
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方策ということでありますけれども、私ども全

部伺っているわけではないんですけれども、い

ろいろお聞きしますと、例えば少額訴訟制度と

いうのが始まって何年かありますけれども、そ

の辺の制度を活用してやっているというふうな

団体もあるようですし、それから、税について

は差し押さえ、この辺も相手の状況もよく把握

しなくちゃならないと思いますけれども、そん

なことをやっているようでございます。以上で

す。 

○阿部 清委員長 ほかに質疑はありませんか。

内藤委員。 

○内藤 明委員 代表監査委員とまた違いまして、

議選の監査委員というのは非常に今までも各地

視察をされておるというふうに思いますので、

そうした中でこうしたものというふうにあれば、

多分あるんだろうというふうに私は思うんです

ね。ですから、そうしたものについて具体的な

事例なんかを挙げてぜひ行政側に対して提言を

していただきたいという考えがありまして、思

いもありましてそういうふうに申しあげたんで

すが、大変恐縮でありますけれども、ぜひ補足

をして御答弁をいただきたいと思います。 

○阿部 清委員長 監査委員。 

○ 登代子監査委員 ただいま議選の監査委員

に質問ございましたように、いろいろと私も未

払い金やら何やらにつきまして行政のほうに監

査委員といたしまして、どういうふうな方法で

やっているかということでいろいろ当局のほう

にもお伺いしたり、今、実際ここに書いてあり

ますように、コンビニストア収納とか、それか

らコールセンターからの電話催促などもやって

おりますので、それを強化していただくように

お願いしているところでございます。 

○阿部 清委員長 内藤委員。 

○内藤 明委員 例えば11ページに市税の納入状

況ということでありますけれども、これを見た

だけではちょっとわかりませんけれども、寒河

江市は中くらいの位置になりますか、ちょっと

あれですが、大体私ども議員というのは、ほか

と比較すると、中の上ぐらいが一番いいなとい

う思いがあるんですが、それは市税とか徴収率

に関してはトップクラスが一番いい、トップが

一番いいわけでありますけれども、そういう中

で、私も認めているんですよ、収納状況がよく

なっているということは認めているんですが、

できるだけゼロというか、100に近づいていた

だきたいということの思いがありまして、いろ

んなことを私も調べてみましたら、例えば収納

率をアップするためのアクションプランなんて

つくっているところもあるんですね。 

  いろんな状況ありますけれども、そういうふ

うなものも御提供していただきたいなというふ

うに思いますし、行政側にもぜひ収納率向上対

策に向けた取り組みといいますか、あるところ

では収納率向上のための基本方針なんていう方

針も定めましてしている状況なんかありますの

で、できるだけ100に近づけるような、100とい

うのは無理でしょうけれども、無理でしょうと

いうのは私が言ってはだめなのかな、多分難し

いと思うんですが、それに近づけるための工夫

というのは、具体的にするものだというふうに

私は思うんですよね。そういうものを具体的に

御提言いただいているじゃないのかなという思

いがあったものですからお尋ねをしたんですが、

ぜひそういうふうなものも御提言をされまして、

行政側にもできるだけ収納率を上げて不公平さ

をなくしていただくというふうなことをしてい

ただきたいというふうに思っているところであ

りますが、この機会に行政側についてそういう

ふうなお考え、ぜひいただきたいというふうに

私考えているんですが、いかがでしょうか。 

○阿部 清委員長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 確かに収納率については100％

が一番いいということになりますから、また収

納率94.6％ということでありますから、ぜひ
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我々もいろんな工夫をしながら、また監査委員

からのいろんな御意見も伺いながら、また他の

自治体の取り組みなども大いに参考にさせてい

ただいて、鋭意100％に近づくようにさらに努

力をしてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

○阿部 清委員長 ほかに質疑はありませんか。

柏倉委員。 

○柏倉信一委員 今の内藤委員の質問にも若干絡

むんですけれども、決算のことですと、私も監

査委員をさせていただいた経緯もありますので

聞きづらいんですけれども、ただ、自分も責任

があるということでお尋ねをしたいというふう

に思います。 

  先般、指定管理者の一般質問をさせていただ

く際に、今、内藤委員がおっしゃられた収入未

済額、いわゆる市営住宅の滞納の部分を若干勉

強させていただきたいということで調べたとき

に感じたんですが、監査意見書の52ページの上

段に、２行目ですが、収入未済額のうち主なも

のについて見ると、市税は前年度に比べ1,445

万8,000円で、この1,445万8,000円のその数字

の根拠となる部分が９ページの27、26年度の比

較した数字だというふうに思いますし、またこ

の27年度の２億6,830万何がしの詳細というこ

とになってくると、56ページ、57ページの別表

２がその数字なのかなというふうになると思う

んですが、それでは、基本的に1,445万8,000円

が前年度よりも残高が減りましたというような

ことでいい傾向にあるということはわかるわけ

ですが、この数字の組み合わせを見ると、その

1,445万8,000円が何年度の分として減っていっ

たかという部分に関しては、ちょっとこの意見

書からは拾えないのかなというふうに思ったと

ころで、これを計算するんだとすれば、その内

容を見たいということであれば、いわゆる私が

今申しあげた56、57ページの前年度の監査意見

書を見ないとわからないのかなというふうに思

ったんですが、明細に関しては。私の解釈で間

違っておりませんか。 

○阿部 清委員長 大沼代表監査委員。 

○大沼孝一郎監査委員 おっしゃるとおりだと思

います。ただ、やはり表のつくりとしてちょっ

と見づらいということ、それからボリュームの

問題があるものですから、どの程度まで表示し

たらいいのか、若干その辺は検討課題だと思い

ますけれども、よりわかりやすい方法でつくる

という考えでおりますので、十分考慮させてい

ただきたいと思います。 

○阿部 清委員長 柏倉委員。 

○柏倉信一委員 考慮させていただくというと、

次の言葉、何も出てこないんですけれども、こ

れは私ら決算を審査させていただく上で結構勉

強しなくちゃいけない部分だというふうに思い

ますし、今、ちょっと話変わりますけれども、

議会においてもペーパーレスということでタブ

レット等々の導入なども検討しているという中

ということで、こういう事務的なものに関して

は、たたき台の数字ははっきりしているわけな

んで、前年度の数字をどういうふうに持ってく

るかという表記の仕方と、それから多分この数

字自体の計算はエクセルかなんかでやっておら

れると思うんですが、そういうことを踏まえる

と、そんなに負担がかかるようなものではない

というふうに思いますので、別に私も議選の監

査委員をいじめるつもりはさらさらないんです

けれども、これは審査する側の代表というよう

なことでの含みもあると思いますし、自分が監

査委員をさせていただいたときに、そういうよ

うなことも当然改善すべき点だったかもしれま

せんが、後になってみると、ちょっとそこら辺

はぜひ改善の余地があるのではないかなと。多

少事務的な問題も出てくると思いますけれども、

そういうふうなことでぜひ議選の監査委員には

頑張っていただいて、次年度には何とか数字が

出てくるようにちょっと御配慮いただきたいん
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ですが、決意のほどを一言ございましたらおっ

しゃっていただきたい。 

○阿部 清委員長 大沼代表監査委員。 

○大沼孝一郎監査委員 代表してお答えを申しあ

げます。繰り返しになりますけれども、よりわ

かりやすく表記するという考えでおりますので、

いろんな御意見等を踏まえて、全体のボリュー

ムの問題もありますので、その辺も考慮しなが

ら考えていきたいと思いますので、よろしく御

理解をお願いしたいと思います。 

○阿部 清委員長 柏倉委員。 

○柏倉信一委員 ついでに申しあげるならば、別

表２ばかりでなくて別表３のほうもぜひ一緒に

御検討いただきたいというふうに思いますので、

よろしくお願いをいたしたいと思います。 

○阿部 清委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第３款及び第４款について質疑は

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第５款から歳出第７款までについ

て質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第８款及び歳出第９款について質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第10款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第11款から歳出第13款までについ

て質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第２号平成27年度寒河江市公共下水

道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてに

対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第３号平成27年度寒河江市浄化槽整

備事業特別会計歳入歳出決算の認定についてに

対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第４号平成27年度寒河江市簡易水道

事業特別会計歳入歳出決算の認定についてに対

する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第５号平成27年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定についてに対

する質疑はありませんか。内藤委員。 

○内藤 明委員 私も委員会の所属議員でありま

すが、ちょっとだけ、これは法律にかかわる問

題ですのでお聞きしておきたいと思ったんです

が、国保の関係で徴収債権の消滅時効というの

が２年というふうに伺っているんですが、それ

が間違いないとすれば、例えば滞納処分をする

にしても、例えば手続であるとか、事務処理で

あるとか、こういうふうに短い期間でなされる

のは非常に難しいなというふうに思っているん

ですが、これは法律的にはそういうふうに定ま

っていることに間違いないですか、私の認識で

間違いないでしょうか。 

○阿部 清委員長 設楽税務課長。 

○設楽和由税務課長 消滅時効に関しての御質問

だと思いますけれども、国民健康保険税につき

ましては、消滅時効は５年です。これは地方税

法によるものです。ただ、ほかの町では、国民

健康保険税でなくて、国民健康保険料として集

めているところがございますので、そちらにな

りますと、国民健康保険法に基づきまして消滅

時効は２年になります。 

○阿部 清委員長 内藤委員。 

○内藤 明委員 税の取り扱いと保険料の取り扱

いで違ってくるということになるわけですか、

これは地方税法の関係になるんですか、国保税

の関係でなくて、国民健康保険法の関係でなく

て地方税法のかかわりでというふうになるわけ

ですか、そこをもう少し具体的に教えていただ

きたいんですが、私は国民健康保険は国民健康



 - 136 - 

保険法に基づいて徴収などをやられるものだろ

うなというふうに思っているんですが、その辺

はもう少し具体的に教えていただきたいと思い

ますけれども。 

○阿部 清委員長 設楽税務課長。 

○設楽和由税務課長 税で集めるか、保険料で集

めるかというのは市町村の判断でございまして、

寒河江市の場合は国民健康保険税で集めており

ますので、こちらにつきましては地方税法に基

づいて、地方税法18条に基づきまして５年の時

効というふうになってございます。 

○阿部 清委員長 内藤委員。 

○内藤 明委員 同じ国民健康保険を取り扱う事

務であっても、保険料と保険税でそうした消滅

時効というのが違ってくるというふうに理解し

てよろしいんですか、各市町村でそれぞれ違っ

てくると。 

○阿部 清委員長 設楽税務課長。 

○設楽和由税務課長 県内では全ての市町村が税

で集めておりますけれども、料で集めるか、税

で集めるかによっての違いでございます。 

○阿部 清委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第６号平成27年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてに

対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第７号平成27年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定についてに対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第８号平成27年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第９号平成27年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認

定についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第10号平成27年度寒河江市立病院事

業会計決算の認定についてに対する質疑はあり

ませんか。木村委員。 

○木村寿太郎委員 それでは、病院のことでちょ

っとお伺いしますけれども、企業法が変わった

のかどうかわかりませんけれども、病院会計の

９ページです。リース資産と減価償却とついて

いますけれども、これについて普通の税法上、

簿記上では考えられないんですけれども、これ

はどういうふうな形になっているのか、まずそ

れをお聞きしたいと思います。 

○阿部 清委員長 土屋病院事務長。 

○土屋恒一病院事務長 お答え申しあげます。 

  固定資産の中のリース資産でございますが、

これは地方公営企業法の改正によりまして、平

成26年度からリース会計が導入されたというこ

とで、今まで賃借料として払っていたものが固

定資産の割賦購入するという方法で処理された

ところでございます。 

  それで、ここに計上しましたリース資産につ

きましては、所有権を移転していないものとい

うことで非常用の自家発電設備など、あるいは

ちょっとリース資産で残っているＣＴの装置な

どでございます。地方公営企業法の改正に伴い

まして貸借対照表の中にリース資産として計上

することになったものでございます。 

○阿部 清委員長 木村委員。 

○木村寿太郎委員 今、所有権が移転しないもの

とありますけれども、所有権移転していなかっ

たら、償却というのはどんな形になるんですか、

それをちょっとお聞きします。 

○阿部 清委員長 土屋病院事務長。 

○土屋恒一病院事務長 リース資産の固定資産の

明細表の39ページを見ていただきますと、こち

らのほうに明細をつけてございます。リース資

産の中には、もう既に所有権が移転して病院の

ものになったもの、またまだリース中だという
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もの、所有権移転外のものということでござい

まして、1,832万5,000円というのが非常用の自

家発電装置ということで、リースで対応してい

るものでございます。 

○阿部 清委員長 木村委員。 

○木村寿太郎委員 私も不勉強でわからなかった

んですけれども、そんな形になっているのは昨

年度はわからなかったわけですけれども、ただ、

実際これ1,858万7,495円というのは大きな、リ

ース料の残高としては大きいんですが、主なも

の、大きいものだけは何点かお聞きしたいんで

すけれども。 

○阿部 清委員長 土屋病院事務長。 

○土屋恒一病院事務長 先ほど申しあげました非

常用自家発電装置、今現在残っているところで

は1,740万5,000円、あとＣＴの装置、あとＣＲ

の画像処理システム装置、一般撮影のシステム

装置などの部分で118万2,000円が残っておりま

す。 

○阿部 清委員長 木村委員。 

○木村寿太郎委員 大体わかりました。いろいろ

私らもいろんな全国病院なんかを視察させても

らっている中でもいろいろな課題が、どこも課

題はあるわけですけれども、今回、事業管理者

を置いて公営企業の全部適用ということになり

ましたわけですので、きのうからの事業管理者

の答弁も含めまして大変力強く思っております

ので、ぜひ今後とも病院事業に頑張っていただ

きたいと申し添えます。以上です。 

○阿部 清委員長 ほかに質疑はありませんか。

柏倉委員。 

○柏倉信一委員 せっかくですので。今、自家発

電のお話が出ました。この自家発電の機械とい

うのはどのくらいの能力がありますか。どのく

らいの時間に耐えるとか、非常時に当然使用す

るものだと思うんですけれども、その辺につい

てわかる範囲で結構ですのでお知らせをいただ

きたい。 

○阿部 清委員長 土屋病院事務長。 

○土屋恒一病院事務長 今リースで対応しておる

ものにつきましては、旧館系統の自家発電とい

うことでございまして、燃料満タンであれば約

２時間程度、補給し続ければ何時間でもという

ことにはなるかと思いますが、満タンにして２

時間程度ということになっております。 

○阿部 清委員長 ほかに質疑はありませんか。

柏倉委員。 

○柏倉信一委員 そういうようなお話だとすれば、

まさにプロである事業管理者にお尋ねをしたい

んですが、今のような自家発電の装置で非常時

の場合、支障は来さないというふうに考えてよ

ろしいですか。 

○阿部 清委員長 久保田病院事業管理者。 

○久保田洋子病院事業管理者 ２時間のうちに給

油の、重油でございますが手配が大体はできる

と。さらに、自家発電で復旧を早急にお願いす

るということ。災害時はまた自家発電、または

給油がうまくいかない場合には手動とか、そう

いうことでつないで自家発電でない方向で持っ

ていくということができますので、職員一丸で

対応すれば間違いないと思います。 

○阿部 清委員長 柏倉委員。 

○柏倉信一委員 ぶしつけな質問で大変失礼をい

たしましたけれども、かなり事業管理者にはい

ろんな意味で我々一般市民からすれば、非常に

心強い存在なわけで、今のようなことも十分想

定をしていただいて、なかなかこれは事務方よ

りも実際医療経験のある方でないと、どのくら

い非常時に必要なのかというのは判断がきかな

いというふうに思いますので、発電機にかかわ

らず、そういったことを十分重視していただい

て、今後、御検討いただきたいということをお

願いをしておきたいと思います。 

○阿部 清委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第51号平成27年度寒河江市水道事業
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会計利益の処分及び決算の認定についてに対す

る質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

分科会分担付託 

 

○阿部 清委員長 日程第14、分科会分担付託で

あります。 

  このことにつきましては、お手元に配付して

おります分科会分担付託案件表のとおり、それ

ぞれの分科会に分担付託いたします。 

 

 分科会分担付託案件表  

分  科  会 分担付託案件 

総務産業分科会 

認第１号中歳入全部、歳出

第１款、歳出第２款の一

部、歳出第３款の一部、歳

出第５款、歳出第６款、歳

出第７款、歳出第８款、歳

出第９款、歳出第１１款、

歳出第１２款、歳出第１３

款、認第２号、認第３号、

認第４号、認第９号、議第

５１号 

厚生文教分科会 

認第１号中歳出第２款の一

部、歳出第３款の一部、歳

出第４款、歳出第１０款、

認第５号、認第６号、認第

７号、認第８号、認第１０

号 

 

 

   散    会    午前１１時４５分 

 

○阿部 清委員長 本日はこれにて散会いたしま

す。 

  大変御苦労さまでした。 

 


